
参加費 

日本生産性本部ビル／オンライン(zoom) 場 所  
東京都千代田区平河町2-13-12 (最寄駅：永田町駅) 

定 員  会場 12名程度／オンライン定員制限なし 

2026年2月～3月 計4回 

18：30～21：00 

日 程  

時 間  

※会場応募が上限を超えた場合は抽選となります 

観光地の負け組企業が蘇る！ 
～デザイン思考 × ランチェスター戦略による逆転の実践法～ 
 川合 優 氏（春雷株式会社 代表取締役社⾧／中小企業診断士） 

第1回 

観光を力に、地域の「未来」を切り拓く 

観光を地域の未来を支える基幹産業へ——
その変革を牽引する「次世代リーダー」を育成します。

人手不足、単価の低迷、オーバーツーリズム、住民との共生など
山積する課題を乗り越え、観光で未来を切り拓く。

その挑戦をここから始めませんか。

地域の集客力を高める科学的マーケティング 
～「エリア」で集客し「個社」で稼ぐ～ 
 高橋 佑輔 氏（日本生産性本部 主任経営コンサルタント）

第2回 

 
 熱海温泉の『今』と『熱海型DMO』の 
 取組みについて ～宿泊税導入とその活用～ 
  上田 和佳 氏（一般財団法人熱海観光局 CEO）

第3回 
 
観光業の生産性向上の進め方（デジタル活用編） 
～無料・低価格ツールから始める観光業のスモールDX～ 
 重松 理貴 氏（日本生産性本部 主任経営コンサルタント）

第4回 

主催 /公益財団法人 日本生産性本部 



第 1 回  
観光地の負け組企業が蘇る！ 
～デザイン思考 × ランチェスター戦略による逆転の実践法～ 

立地や資本力で不利な観光地企業が、なぜ“選ばれる存在”へ変われたのか
本講演では、デザイナー×中小企業診断士が現場伴走で生み出した実例をもとに、デザイン思

考（顧客理解・試作・改善）と、ランチェスター戦略（弱者の戦い方）を掛け合わせた観光地企
業のための逆転メソッドを解説します。 
 実例を紐解きながら、顧客心理の捉え方、商品づくりの着眼点、現場の動かし方まで具体的に
お伝えします。ワークでは地域企業を題材にすぐ使える逆転アイデアの設計にも取り組みます。 

講師：川合 優 氏（春雷株式会社 代表取締役社⾧／中小企業診断士）

【実 例】逆転を生んだ4つの戦略 
     ➀一点集中 × 共感：食べ歩き〈二光堂〉、抹茶特化〈京都丸餅家〉 
     ➁差別化 × 創造：「自社らしさ」商品開発〈二光堂〉、日本初商品〈イモンネ〉 
     ➂接近戦 × 試作：机1台販売〈二光堂〉、実演販売〈イモンネ〉 
     ➃協力 × フィードバック：部署横断商品開発〈二光堂〉 
 
【ワーク】地域の“負け組企業”を探し、逆転アイデアを設計 
     観光地改革の壁と突破策老舗・立地・思い込み・人材不足への対応 
 
【まとめ】弱小企業は“原石”䐪地域ブランドを創る未来 

2 月 9 日 ( 月 )

第 2 回  
地域の集客力を高める 
     科学的マーケティング 
 ～「エリア」で集客し「個社」で稼ぐ～ 

「勘と経験」に依存したマーケティングを脱し、観光をデータで考える「サイエンス」へ
本講義では、DMOに司令塔の役割が期待されている「観光マーケティング」の具体的な進め方

として、観光調査データに基づくターゲットの設定・ブランドの構築・DMOと個社のマーケ
ティング上の役割分担などをを解説します。あわせて、DMOのKPIである観光満足度調査の課題
や、未訪問客（未顧客）を成⾧のドライバーとするアプローチについて整理します。 

講師：高橋 佑輔氏（日本生産性本部 主任経営コンサルタント）

【目 次】 
➀ 観光動機を踏まえたマーケティングの基本的な考え方  
➁ ブランド形成は計画的か、探索的か 
・未顧客市場に着目する意義  
・「エリア」を単位とした集客の考え方 
➂ 科学的観光マーケティングの実践 
・アンケート調査等による未顧客の分析 
・宣伝はニーズではなく、場面を意識 
・データ・ドリブン・観光マーケティング 
【持ち物】可能であれば、生成AI（有料・無料問わず）の使用が可能なデバイスをご持参ください。 

2 月 2 4 日 ( 月 )

第 2 回  



第 2 回  
観光業の生産性向上の進め方（デジタル活用編） 
～無料・低価格ツールから始める 
          観光業のスモールDX～ 

スモールDXで観光業の現場を強くする
本講義では、観光業の現場を動かせる「スモールDX」をハンズオンも交えながら学びま

す。生成AI活用実践」として生成AI（ChatGPT、Gemini等）を用いた➀マニュアル（作業
／接客／動画台本）➁口コミ分析（要約・分類）➂画像・動画生成AI を紹介します。
Googleアプリ活用実践としてGoogle Sites を用いた社内ポータルの作成・活用方法をはじ
めを各種の活用例を紹介します。 

講師：重松 理貴 氏（日本生産性本部 主任経営コンサルタント）

【目 次】 
➀観光現場に求められるスモールDX       
➁ 生成AI活用実践 
 ・マニュアル（文書・動画）／口コミ分析／画像・動画 
 【ミニワーク】観光業での活用 
➂Googleアプリ活用実践 
 ・観光業でのGoogleアプリ活用例 
 【ミニワーク】「情報を一元化する社内ポータル」の作成 
 ➃ツール活用から全社のスモールDX実行計画へ 
【持ち物】可能であればノートPC等をご持参ください。 

3 月 2 5 日 ( 水 )

第 4 回  

3 月 1 1 日 ( 水 )第 3 回  
熱海温泉の『今』と 
 『熱海型DMO』の取組みについて 
 ～宿泊税導入とその活用～ 

講師：上田 和佳 氏（一般財団法人熱海観光局 CEO）

熱海V字回復？の理由とこれからの熱海を考える
本講義では、熱海の観光まちづくりの実態をもとに、熱海のなりたちから現状までの分析

と現状課題、宿泊税導入とその活用＝熱海型DMOについて解説します。 
熱海で実践している観光消費額拡大・経済波及効果増加・旅行需要の平準化、観光と市民生活の
調和等の取組を紐解きながら、熱海の観光戦略を紹介いたします。 
 

【目次】 
➀熱海の歴史と現状 
➁熱海の課題 
➂持続可能な推進体制の整備 
➃これからの熱海【ミニワーク】 
 
【ワーク】 
これからの熱海について、当日の紹介 
内容を基に、皆様ならどのような戦略を 
取るか、考えます。 
 
 



実践編※対面参加の方限定 

Coming soon... 
2026年4月頃 フィールドワーク実習 (関東近郊1泊2日で計画中)  

概要説明およびお申込みについては別途ご案内いたします 

主な取組実績 

 
 
 
 
 
 
 A県 地区別未来訪顧客調査 
B県 観光施設活性化に向けたブランド調査 
C県 観光人材確保・業務効率化モデル事業  その他、個別の経営支援多数 
 

▼観光庁 宿泊業向けワークショップ 
 

募集要項 

ご参加対象者 
  ・観光事業に興味をお持ちの方、観光事業に関わる仕事をしたいと思っている方 
  ・旅館、ホテル、観光施設、飲食、小売など、観光関連事業者の方 
  ・観光協会、DMO、自治体の観光、地域振興担当者の方 
 
定員 
  会場参加     12名程度 ※会場応募が上限を超えた場合は抽選となります 
  オンライン参加  無制限 
 
費用 
  トライアル期間のため無料 
 
注意事項 
 ・会場参加の方は、原則4回すべての講義にご参加をお願いしております。 
 ・研修中の動画撮影はご遠慮いただいております。 
   
お申込みについて 
下記QRコードからからお申込みください。【申込期限：2026年1月30日(金)予定】 
 
 
 
 
 
 
会場参加につきましては定員に達し次第、申込受付を締め切らせていただきますので、あらかじめご了承ください。 
 

▼岐阜県 宿泊業向け専門家派遣事業 

会場参加 
 

オンライン 
 


